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報
告
第
一
号　

議
会
の
議
員
の
議

員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

に
つ
い
て

報
告
第
二
号　

平
成
二
十
年
度
大

鹿
村
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越

計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

報
告
第
三
号　

平
成
二
十
年
度
大

鹿
村
営
水
道
特
別
会
計
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

議
案
第
二
号　

大
鹿
村
福
祉
医
療

費
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
三
号　

大
鹿
村
定
住
自
立

圏
形
成
協
定
の
議
決
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
四
号　

平
成
二
十
一
年
度

大
鹿
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

二
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
五
号　

平
成
二
十
一
年
度

大
鹿
村
立
診
療
所
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
一
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
六
号　

飯
田
市
と
の
間
に

お
い
て
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
を

締
結
す
る
こ
と
に
つ
い
て

平
成
二
十
一
年
六
月
大
鹿
村
議
会
定
例
会
が
六
月
十
五
日

か
ら
二
十
二
日
ま
で
の
八
日
間
の
会
期
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
議
案
等
は
、
報
告
三
件
、
付
議

事
件
六
件
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

請
願
六
件
の
内
一
件
は
継
続
審
査
と
な
り
、
残
り
の
五
件
は

は
審
議
の
結
果
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
質
問
は
七

名
の
議
員
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

の
速
や
か
な
る
制
定
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て

発
議
第
二
号　

へ
き
地
教
育
の
充

実
と
へ
き
地
級
地
指
定
改
善
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

発
議
第
三
号　

少
人
数
学
級
の
早

期
実
現
や
複
式
学
級
の
編
制
基
準

の
改
善
、
教
職
員
定
数
増
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

発
議
第
四
号　

「
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
の
堅
持
」
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

発
議
第
五
号　

長
野
県
独
自
の
三

十
人
規
模
学
級
の
中
学
校
全
学
年

へ
の
早
期
拡
大
と
複
式
学
級
の
解

消
、
県
独
自
に
教
職
員
配
置
増
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

報　
　

告

付
議
事
件

議
案
第
一
号　

大
鹿
村
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

平
成　

年
６
月 　
　
　
　
　

21
大
鹿
村
議
会
定
例
会
報
告

一
般
質
問

議
員
発
議

請　
　

願

発
議
第
一
号　

『
協
同
出
資
・
協
同

経
営
で
働
く
協
同
組
合
法
』（
仮
称
）

書
提
出
に
関
す
る
請
願
書

 

採
択

○
「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

の
堅
持
」
を
求
め
る
請
願
書

 

採
択

○
長
野
県
独
自
の
三
十
人
規
模
学

級
の
中
学
校
全
学
年
へ
の
早
期

拡
大
と
複
式
学
級
の
解
消
、
県

独
自
に
教
職
員
配
置
増
を
求
め

る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願

書 

採
択

て
水
洗
化
や
リ
フ
ォ
ー
ム
を
順
次

行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。

＊
景
観
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
村
長
）現
在
庁
内
検
討
の
た
た
き

台
と
し
て
の
案
文
を
作
成
し
た
段

階
で
す
。
基
本
理
念
と
し
て
伝
統

文
化
な
ど
に
よ
り
育
ま
れ
た
大
鹿

村
固
有
の
景
観
を
守
り
、
今
も
残

る
山
郷
の
風
景
を
次
の
世
代
へ
継

承
し
て
い
く
よ
う
な
方
向
で
、
こ

れ
は
美
し
い
村
連
合
の
考
え
方
に

通
じ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
年
度

内
制
定
を
目
標
に
し
て
、
検
討
不

足
な
物
に
な
ら
な
い
よ
う
進
め
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

＊
定
住
自
立
圏
構
想
に
つ
い
て

（
村
長
）今
ま
で
行
っ
て
き
た
事
業

が
明
文
化
し
た
も
の
が
主
な
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
段
階
で
は

ど
の
程
度
の
効
果
が
得
ら
れ
る
の

か
、
見
当
が
つ
か
な
い
の
が
実
態

で
す
。
個
別
協
定
に
つ
い
て
は
、

必
要
に
応
じ
て
関
係
の
方
々
の
意

見
は
い
た
だ
く
様
に
し
た
い
。

「
黒
塚　

悟
議
員
」

＊
鳥
倉
林
道
事
故
後
の
対
応
と
現

状
に
つ
い
て

（
村
長
）基
本
的
に
保
険
給
付
の
関

係
の
判
断
が
な
さ
れ
、
一
部
具
体

的
な
話
し
合
い
に
つ
い
て
副
村
長

を
中
心
に
、
相
手
側
と
交
渉
を
慎

重
に
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

防
災
工
事
は
七
月
中
の
完
了
を

○「『
協
同
出
資
・
協
同
経
営
で
働

く
協
同
組
合
法
』（
仮
称
）の
速
や

か
な
る
制
定
を
求
め
る
意
見
書
」

採
択
を
求
め
る
請
願 

採
択

○
日
米
地
位
協
定
に
関
わ
る
「
裁

判
権
放
棄
の
日
米
密
約
」
の
公

表
と
廃
棄
を
求
め
る
請
願
に
つ

い
て 

継
続
審
査

○
へ
き
地
教
育
の
充
実
と
へ
き
地

級
地
指
定
改
善
を
求
め
る
請
願

書 

採
択

○
少
人
数
学
級
の
早
期
実
現
や
複

式
学
級
の
編
制
基
準
の
改
善
、

教
職
員
定
数
増
を
求
め
る
意
見

「
北
島
千
良
穂
議
員
」

＊
野
獣
対
策
に
つ
い
て

（
村
長
）
現
在
の
対
策
は
、
網
な

ど
の
材
料
費
の
半
分
補
助
と
、
捕

獲
鳥
獣
に
対
す
る
報
償
金
の
支
払

い
な
ど
行
っ
て
い
ま
す
が
、
と
に

か
く
数
を
減
ら
す
よ
う
な
対
策
が

主
な
も
の
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
従
来
の
対
策
を
実
施
し

て
い
き
な
が
ら
、
何
か
い
い
方
法

が
あ
れ
ば
常
に
前
向
き
に
取
り
組

ん
で
行
き
た
い
。

「
熊
谷　

英
俊
議
員
」

＊
村
営
住
宅
の
あ
り
方
に
つ
い
て

（
村
長
）
現
在
、
空
き
家
が
ほ
と

ん
ど
無
い
状
態
で
す
。
昨
年
よ
り
、

旧
教
員
住
宅
な
ど
リ
フ
ォ
ー
ム
し

活
用
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
し
、
今
年
も
公
営
住
宅
を
含
め
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目
指
し
て
発
注
し
ま
し
た
。

「
神
田
仁
佐
夫
議
員
」

＊
大
西
山
公
園
整
備
計
画
に
つ
い

て

（
村
長
）
公
園
整
備
と
し
て
は
最

終
段
階
と
な
っ
て
い
ま
す
。
植
樹

の
た
め
の
地
形
作
り
を
行
っ
て
い

ま
す
。

（
産
業
建
設
課
長
）整
備
を
発
注
し
、

芝
生
広
場
の
南
側
に
造
成
を
行
い

広
葉
樹
を
中
心
と
し
た
植
樹
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
土
作
り

を
行
い
植
樹
を
し
た
い
。

「
茂
木　

寛
議
員
」

＊
合
併
浄
化
槽
の
普
及
と
今
後
の

取
組
み
方
に
つ
い
て

（
村
長
）
環
境
対
策
の
面
か
ら
住

民
の
方
々
の
ご
理
解
を
求
め
な
が

ら
、
普
及
を
図
っ
て
い
く
。

（
住
民
税
務
課
長
）普
及
率
は
四
一
・

八
％
と
な
っ
て
お
り
、
県
内
で
も

低
い
普
及
率
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

今
後
住
民
の
方
に
啓
蒙
、
啓
発
を

行
い
普
及
に
努
め
ま
す
。

「
小
沢　

正
議
員
」

＊
若
者
定
住
促
進
条
例
に
つ
い
て

（
村
長
）
今
ま
で
の
制
度
と
し
て
、

通
勤
・
通
学
な
ど
の
補
助
金
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
制
度
が
も

し
無
か
っ
た
ら
と
し
て
、
定
住
対

策
が
進
ん
で
い
る
、
い
な
い
、
の

評
価
は
難
し
い
。
村
内
で
の
職
場

づ
く
り
や
村
外
へ
の
道
路
整
備
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

「
矢
沢　

正
議
員
」

＊
旧
小
渋
橋
に
つ
い
て
お
聞
き
し

ま
す

（
村
長
）
村
道
と
な
っ
て
お
り
、

土
木
遺
産
の
土
木
構
造
物
は
五
十

年
経
過
が
一
つ
の
目
安
と
な
っ
て

お
り
、
指
定
を
受
け
る
に
は
申
請

下伊那北部総合事務組合議会構成
　平成２１年第１回下伊那北部総合事務組合議会臨時会が６月１日に開催

され、事務組合議会構成が次のとおり決定いたしました。

（ 豊 丘 村 議 会 議 長 ）下　 平　 豊　 久議　　長
（ 大 鹿 村 議 会 議 長 ）松　 下　 隆　 夫副 議 長
（喬木村代表監査委員）原　　　 直　 通監査委員
（ 松 川 町 議 会 議 長 ）米　 山　 由　 子〃

氏　　　　　名議席（番号）
（ 高 森 町 議 会 ）中　 平　 孝　 文1
（ 松 川 町 議 会 ）深　 津　　　 徹2
（ 喬 木 村 議 会 ）原　　　 東　 彦3
（ 豊 丘 村 議 会 ）松　 村　 正　 三4
（ 高 森 町 議 会 ）木　 村　 政　 春5
（ 大 鹿 村 議 会 ）神　 田　 仁佐夫6
（ 松 川 町 議 会 ）松　 下　 敏　 彦7
（ 喬 木 村 議 会 ）山　 田　 義　 勝8
（ 高 森 町 議 会 ）林　　　 和　 男9
（ 松 川 町 議 会 ）米　 山　 由　 子10
（ 大 鹿 村 議 会 ）松　 下　 隆　 夫11
（ 豊 丘 村 議 会 ）下　 平　 豊　 久12

の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

＊
大
鹿
村
人
口
を
増
や
す
方
法
を

ど
の
様
に
お
考
え
か

（
村
長
）
働
け
る
場
所
に
つ
い
て

は
、
頭
の
の
中
で
大
き
な
ウ
エ
イ

ト
を
占
め
て
い
る
問
題
で
、
今
後

も
思
い
つ
い
た
施
策
が
あ
れ
ば
実

行
し
て
い
く
。
今
後
地
場
で
生
き

て
い
く
に
は
、
農
業
、
林
業
に
力

を
注
い
で
い
く
。

各分野で功績のあった方々が、知事表彰を受賞しました。

受賞者

大島　伍一　さん

●自 治 功 労●
　

大
島
さ
ん
は
、大
鹿
村
議
会
議
員
と
し
て
五
期
二
十
年
の
永

き
に
亘
り
豊
富
な
経
験
と
卓
越
し
た
見
識
を
も
っ
て
地
方
自
治

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
、ま
た
大
鹿
村
農
業
委
員
会
の
委

員
と
し
て
農
業
行
政
に
携
わ
り
村
の
農
業
振
興
発
展
に
貢
献
さ

れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

受賞者

小野　貞次　さん

●環境緑化功労●
　

小
野
さ
ん
は
、昭
和
三
十
六
年
六
月
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
崩

壊
し
、多
く
の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
た
大
西
山
の
崩
壊
堆
積
地

に
昭
和
四
十
二
年
か
ら
桜
の
植
樹
に
よ
る
環
境
緑
化
に
尽
力
さ

れ
た
こ
と
、ま
た
植
樹
に
あ
た
り
最
も
適
し
た
方
法
を
独
学
で

考
案
さ
れ
、村
内
各
団
体
の
協
力
を
得
な
が
ら
地
道
な
植
樹
を

絶
え
る
こ
と
な
く
続
け
、常
に
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
努
力
さ
れ
た

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
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　６月４日（木）大西公園に於いて開山式が開催されました。

　今回初めて大西公園で開催した目的は、南アルプス登山口開山式に村内外の多くの皆様が「自分も参加して

いる」そんな気持ちを持っていただけるよう村、観光協会、商工会於て企画致しました。

　安全祈願神事が厳かに行なわれた後、祝宴は保育所の子供達による歌、ダンスの披露ではじまり、観光協会

提供によりジビエカリー、鹿肉のカルパッチョなどのジビエ料理や山菜、チーズ、豆腐等の料理が用意され、

招待者の皆様方に村の特産品を堪能していただくことができました。今年も多くの皆様に安全な南アルプス登

山を楽しんで頂けるよう切に祈ります。

　平成２１年度大鹿村消防団ポンプ操法大会が６月９日に行われました。

　今年の大鹿村消防団はＣブロックの操法講習会、飯伊審査員講習会で小型ポンプ操法のモデルチームとして

出場しなければならず、例年より１ヵ月近く前から練習を開始し、村の大会も３週間ほど早く実施しました。

　団員の減少に伴い、例年の出場チーム数を確保するのが困難な状況となり、今年は２チームによる大会と

なってしまいましたが、早期に練習を始めた成果が見ら れ、

レベルの高い競技内容となりました。

　ポンプ操法はあくまでも競技であり、練習では起きな かっ

たハプニングも当然起こります。しかし、とっさの判断で 柔軟

に対応できるということは、目の前の災害現場でいかに柔 軟に

対応できるかの訓練にもつながります。そんな意味を持つ 操法

大会に真剣な眼差しで参加している選手が、一回り大きく なっ

たようにも感じました。

　この大会は飯伊大会の出場選手選考を兼ねた大会でもあ り、

選考された選手が７月１２日に開催される飯伊大会に出場し ま

す。飯伊大会まで引き続き訓練を重ね、更に成長した選手 の活

躍に期待します。
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桶
谷
集
落
が
、
小
渋
ダ
ム
建
設
の
た
め
水
没
と
い
う
運
命
に
集
団
移
住
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
集
落
が
丸
ご
と
消
滅
し
た
の
は
、
昭
和
三
十
九
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

『
小
渋
川
総
合
開
発
』
な
る
案
が
、
長
野
県
開
発
局
か
ら
村
に
提
示
さ
れ
た
の

は
昭
和
三
十
二
年
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
そ
れ
以
前
に
、
建
設
省
は
国
策
と
し
て
の

小
渋
ダ
ム
建
設
に
向
け
、昭
和
二
十
八
年
か
ら
既
に
予
備
調
査
を
開
始
し
て
い
た
。

こ
の
時
点
で
の
ダ
ム
建
設
の
目
的
は
、
発
電
・
か
ん
が
い
・
洪
水
調
節
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
直
接
の
利
益
を
得
る
の
は
、
い
ず
れ
も
下
流
域
の
人
々
や
電
力

会
社
で
あ
っ
た
。

　

工
事
を
始
め
る
に
当
た
り
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
に
調
査
が
始
め
ら
れ
た
の
だ

が
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
二
か
月
後
の
六
月
、
梅
雨
前
線
集
中
豪
雨
に
よ
っ
て
「
三
六

災
害
」
と
い
う
大
惨
事
が
起
こ
る
。
こ
の
と
き
の
大
き
な
被
害
に
よ
り
、
ダ
ム
は

川
床
を
上
昇
さ
せ
災
害
を
増
大
さ
せ
る
と
考
え
ら
れ
、
村
民
の
反
対
意
見
が
強

ま
っ
た
。
そ
の
た
め
県
は
、
小
渋
川
総
合
開
発
の
計
画
を
変
更
せ
ざ
る
を
え
な
く

な
っ
た
。
従
来
多
目
的
と
し
て
き
た
ダ
ム
建
設
の
目
的
を
、
防
災
重
点
へ
と
置
き

換
え
た
の
で
あ
る
。

　

新
た
に
出
さ
れ
た
計
画
案
に
は
、
防
災
対
策
ば
か
り
で
な
く
、
災
害
を
蒙
っ
た

河
川
・
農
地
の
復
旧
、
道
路
･
林
道
の
整
備
な
ど
が
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
開

発
と
い
う
よ
り
も
災
害
復
旧
の
占
め
る
割
合
が
か
な
り
大
き
く
な
っ
て
い
た
。
そ

れ
ま
で
の
絶
対
反
対
か
ら
、
村
民
意
識
も
徐
々
に
変
化
し
て
行
き
、
村
か
ら
の
重

な
る
要
請
と
話
し
合
い
の
結
果
、
昭
和
三
十
九
年
五
月
十
五
日
個
人
補
償
の
調
印

に
到
っ
た
。
当
日
に
お
い
て
も
交
渉
が
も
め
て
、
合
意
に
到
る
ま
で
二
時
間
延
長

さ
れ
た
末
に
、
つ
い
に
桶
谷
集
落
の
立
ち
退
き
が
決
定
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

桶
谷
の
地
名
は
「
王
家
谷
」
に
由
来
す
る
と
も
言
わ
れ
、
歴
史
的
な
謂
れ
の
あ

る
土
地
で
あ
っ
た
。
朝
廷
や
幕
府
の
政
権
争
い
が
、
こ
の
よ
う
な
山
奥
の
地
に
ま

で
波
及
し
て
き
た
時
代
、
一
三
三
〇
年
代
の
話
で
あ
る
。
新
田
義
貞
の
攻
撃
に
敗

れ
た
鎌
倉
幕
府
第
十
四
代
執
権
北
条
高
時
は
自
害
し
、
北
条
氏
は
滅
亡
に
向
か
う

の
で
あ
る
が
、
そ
の
子
時
行
は
、
北
条
氏
と
つ
な
が
り
の
深
か
っ
た
諏
訪
氏
に
預

け
ら
れ
る
。
信
濃
に
逃
れ
た
時
行
が
一
時
身
を
隠
し
た
の
が
、
こ
の
桶
谷
の
地
で

あ
っ
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
桶
谷
に
は
北
条
を
名
乗
る
家
が
三
軒
、
の
ち

に
別
家
し
て
四
軒
に
な
っ
た
が
、
カ
ミ
ヤ
シ
キ
・
ベ
ッ
ト
ウ
・
キ
ド
グ
チ
と
い
う

屋
号
も
残
さ
れ
て
い
た
。

　

以
前
、
桶
谷
の
白
沢
神
社
に
奉
納
さ
れ
て
い
た
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ
二
神
の

面
に
つ
い
て
、
こ
の
紙
面
で
触
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
な
か
な
か
立
派

な
面
で
、部
落
の
人
た
ち
に
大
切
に
守
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。

お
そ
ら
く
桶
谷
の
人
々
は
自
分
た
ち
の
先
祖
伝
来
の
暮
ら
し
に
誇
り
を
持
ち
、
文

化
を
大
切
に
は
ぐ
く
ん
で
来
た
人
た
ち
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
を
象
徴
す
る
よ
う
な
話
が
、
昭
和
三
十
九
年
、
部
落
解
散
式
を
目
前
に
控

え
た
七
月
十
五
日
の
お
別
れ
歌
舞
伎
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
桶
谷
の
歌
舞
伎
は
、

白
沢
神
社
の
舞
台
で
演
じ
続
け
ら
れ
て
き
た
。
往
時
、多
く
の
名
優
を
生
み
出
し
、

人
々
が
歌
舞
伎
に
熱
を
上
げ
て
き
た
集
落
で
あ
っ
た
と
聞
く
。
そ
の
白
沢
神
社
は

鹿
塩
の
市
場
神
社
に
合
祀
さ
れ
、祭
神
が
遷
座
し
た
こ
と
を
報
告
す
る
祭
儀
の
後
、

午
後
四
時
か
ら
歌
舞
伎
の
上
演
と
な
っ
た
。
こ
の
日
の
演
目
は「
忠
臣
蔵
幕
図
宅

兵
衛
上
使
ノ
段
」「
六
千
両
後
日
之
文
章
重
忠
館
ノ
段
」「
太
閤
記
十
段
目
尼
ヶ
崎
ノ

段
」「
奥
州
安
達
原
三
段
目
袖
萩
祭
文
ノ
段
」の
四
幕
で
あ
っ
た
。
折
か
ら
の
雨
模

様
で
舞
台
は
鹿
塩
中
学
校
体
育
館
に
移
っ
た
が
、
演
じ
る
役
者
も
そ
れ
を
見
る
観

衆
も
、
こ
れ
が
最
後
の
芝
居
と
体
育
館
は
熱
気
に
つ
つ
ま
れ
た
。
暑
さ
の
中
、
重

い
衣
装
を
身
に
つ
け
、
役
者
た
ち
は
汗
と
涙
の
大
熱
演
、
そ
れ
を
見
る
観
衆
も
笑

い
と
涙
の
感
動
の
舞
台
で
あ
っ
た
。
人
々
の
胸
に
忘
れ
ら
れ
ぬ
思
い
出
を
深
く
刻

み
、お
別
れ
歌
舞
伎
は
深
夜
の
一
時
に
い
た
っ
て
よ
う
や
く
幕
を
閉
じ
た
と
い
う
。

　

そ
れ
か
ら
ひ
と
月
も
た
た
ぬ
八
月
八
日
、
桶
谷
の
人
々
は
解
散
式
を
迎
え
た
。

そ
の
様
子
を
当
時
の
公
民
館
報
は
こ
う
報
じ
て
い
る
。

　

「
今
日
は
桶
谷
部
落
解
散
の
日
だ
。
焼
け
つ
く
よ
う
な
暑
い
川
原
を
横
切
っ
て

人
の
群
が
続
く
。
人
の
群
は
小
渋
を
越
え
て
北
条
部
落
へ
と
歩
み
を
早
め
る
。

　

白
沢
神
社
に
続
い
て
部
落
集
会
所
、
即
ち
公
共
的
な
建
物
の
処
分
を
了
え
た
桶

谷
部
落
に
は
百
余
名
を
収
容
す
る
場
所
を
も
た
な
い
。
解
散
式
の
会
場
は
北
条
浅

一
さ
ん
の
家
だ
。
何
間
建
の
家
か
？
随
分
と
広
い
家
だ
。
開
け
は
な
さ
れ
た
家
に

は
折
り
詰
め
と
二
合
ビ
ン
が
並
び
今
日
の
担
当
役
員
は
来
賓
の
応
接
に
忙
し
い
。

い
み
じ
く
も
桶
谷
部
落
が
北
条
氏
に
よ
っ
て
起
り
、
そ
の
終
り
を
北
条
館
で
す
る

の
も
決
し
て
意
義
な
し
と
し
な
い
で
あ
ろ
う
。」

　

列
席
の
来
賓
か
ら
は
口
々
に
同
情
、
感
謝
、
激
励
の
言
葉
が
並
べ
ら
れ
た
が
、

桶
谷
の
人
々
の
胸
中
は
と
う
て
い
慰
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
察
す
る
。

　

「
総
合
開
発
と
言
う
美
名
の
陰
に
こ
の
悲
し
み
の
あ
る
こ
と
を
国
の
為
政
者
は

ど
れ
程
知
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
『
離
合
集
散
は
世
の
習
い
』
と
言
っ
た
の
は

昔
の
こ
と
、
封
建
時
代
と
趣
を
異
に
す
る
近
代
社
会
に
於
い
て
、
何
百
年
来
栄
え

た
一
つ
の
集
落
が
あ
と
か
た
も
な
く
消
え
去
る
こ
と
は
、
人
為
的
で
あ
る
と
否
と

に
か
か
わ
ら
ず
暴
力
と
言
う
も
の
で
あ
る
ま
い
か
？
殊
に
そ
れ
が
自
然
で
な
く
て

人
為
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
た
と
え
そ
れ
が
『
公
共
性
』
と
い
う
大

き
な
旗
印
を
掲
げ
、『
補
償
』
と
言
う
代
償
を
払
っ
た
と
し
て
も
『
此
の
地
に
住

み
た
い
』
と
す
る
人
の
心
を
ふ
み
に
じ
っ
た
暴
力
と
言
わ
れ
て
も
止
む
を
得
な
い

で
あ
ろ
う
。」

　

昭
和
三
十
九
年
、
館
報
「
お
お
し
か
」
第
九
十
六
号
の
熱
の
こ
も
っ
た
記
事
で

あ
る
。

　　

こ
の
日
を
最
後
に
、桶
谷
の
人
々
は
永
遠
に
ふ
る
さ
と
を
失
っ
た
こ
と
に
な
る
。

ど
ん
な
に
金
を
積
ん
で
も
買
え
な
い
も
の
、
そ
れ
が
こ
の
美
し
い
ふ
る
さ
と
な
の

だ
。
こ
れ
か
ら
の
世
の
中
に
、
た
と
え
い
か
に
公
共
性
が
大
き
か
ろ
う
と
、
国
策

だ
と
言
わ
れ
よ
う
と
も
、
ふ
る
さ
と
を
荒
廃
さ
せ
た
り
消
滅
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と

だ
け
は
止
め
よ
う
で
は
な
い
か
。
桶
谷
集
落
の
運
命
か
ら
わ
た
し
た
ち
が
学
ぶ
こ

と
は
大
き
い
。
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平成21年度 大鹿村国民健康保険税について平成21年度　大鹿村国民健康保険税について

○ 国保税の税率等が変更となります。

　平成21年度国民健康保険税率について、下表のと

おりとなります。改正となった税率が7月の本算定

で反映され、本年度の保険税額が確定します。

　今回の税率改正では、前年度の決算状況等を勘案

し、医療分は引下げ、後期高齢者支援金分は引上げ、

介護分（40歳以上65歳未満の方対象）は据え置き

（課税限度額については、地方税法の一部改正により

引上げ）とし、国保税全体では引き下げとなってい

ます。

21年度改正

�

20年度■医療分

2.65　％2.90　％所 得 割 率

36.30　％42.30　％資 産 割 率

8,300　円9,300　円均 等 割 額

9,300　円10,300　円平 等 割 額

変 更 な し470,000　円課 税 限 度 額

21年度改正

�

20年度■支援金分

1.85　％1.60　％所 得 割 率

変 更 な し23.70　％資 産 割 率

5,900　円5,200　円均 等 割 額

6,500　円5,700　円平 等 割 額

変 更 な し120,000　円課 税 限 度 額

21年度改正

�

20年度■介護分

変 更 な し

1.20　％所 得 割 率

14.00　％資 産 割 率

7,300　円均 等 割 額

4,200　円平 等 割 額

100,000　円90,000　円課 税 限 度 額

均等割額･･･国保加入者の人数により課税

平等割額･･･国保加入世帯に一律に課税

※各世帯の詳細は、7月に配布する納税通知書で確認をお願いします。
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国民健康保険税についてのお問合わせは・・・役場 住民税務課 税務係　�３９－２００１まで

○ 軽減額について
　世帯主とその世帯の国保加入者及び特定同一世帯所属者（※国民健康保険から長寿医療制度へ移行し

た方）の合計所得額が一定額以下の場合は、均等割額と平等割額が軽減（7割・5割・2割）されます。

　注）住民税について未申告の方は軽減措置が受けられません。所得が無い方でもその旨を申告して

　　　ください。

7割軽減・・・世帯主とその世帯の国保加入者及び特定同一世帯所属者の合計所得金額が33万円以下
の場合

差引額（①－②）7割軽減額②軽減なし①

2,490円5,810円8,300円均 等 割 額
医 療 分

2,790円6,510円9,300円平 等 割 額

1,770円4,130円5,900円均 等 割 額
支 援 金 分

1,950円4,550円6,500円平 等 割 額

2,190円5,110円7,300円均 等 割 額
介 護 分

1,260円2,940円4,200円平 等 割 額

5割軽減・・・世帯主とその世帯の国保加入者及び特定同一世帯所属者の合計所得金額が33万円を超
え、その金額が33万円＋24万5千円×（被保険者数（世帯主は除く）と特定同一世帯
所属者の合計）以下の場合

差引額（①－②）5割軽減額②軽減なし①

4,150円4,150円8,300円均 等 割 額
医 療 分

4,650円4,650円9,300円平 等 割 額

2,950円2,950円5,900円均 等 割 額
支 援 金 分

3,250円3,250円6,500円平 等 割 額

3,650円3,650円7,300円均 等 割 額
介 護 分

2,100円2,100円4,200円平 等 割 額

2割軽減・・・世帯主とその世帯の国保加入者及び特定同一世帯所属者の合計所得金額が33万円を超
え、その金額が33万円＋35万円×（被保険者数と特定同一世帯所属者の合計）以下の
場合

差引額（①－②）2割軽減額②軽減なし①

6,640円1,660円8,300円均 等 割 額
医 療 分

7,440円1,860円9,300円平 等 割 額

4,720円1,180円5,900円均 等 割 額
支 援 金 分

5,200円1,300円6,500円平 等 割 額

5,840円1,460円7,300円均 等 割 額
介 護 分

3,360円　840円4,200円平 等 割 額
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退職(失業)による特例免除制度をご利用ください。

　厚生年金に加入していた方が退職(失業)されると、市区町村役場で国民年

金の第1号被保険者になるための手続きを行い、月額1万４,６６０円(平成21年度）

の保険料を納めることになります。

　ただし、保険料を納めることが経済的に困難な方には、申請によって保険

料の納付を免除される制度があります。

　免除制度を利用されると、保険料を納めなくても、免除された期間は次の

ように扱われることになっています。①老齢基礎年金・老齢厚生年金の受給

資格期間の25年にカウントされます。②老齢基礎年金の二分の一（平成21年

3月分までは三分の一となります）の年金額が保障されます。③障害基礎年

金・遺族基礎年金の受給資格期間にカウントされます。

平成21年7月号

住民税務課住民係

　また、免除申請する年度またはその前年度に退

職（失業）した方は、特例免除制度を利用するこ

とができます。この特例免除では、通常は審査の

対象となるご本人の所得の状況を除外して審査が

行なわれます。ただし、配偶者、世帯主に一定以

上の所得があるときは免除が認められないことが

あります。

※退職には自己都合退職も含まれます。

※この場合、保険料の全額が免除される全額免除

のほか、申請者の意思によって、保険料の一部

を納付する、四分の一免除、半額免除又は四分

の三免除も選択できることになっています。

退職(失業)時の特例免除制度

　特例免除の申請には、住民票のある市区町村役

場へ「国民年金保険料免除申請書」を提出(郵送可)

する必要があります。(申請書は市区町村役場また

は社会保険事務所にあります。)

　手続きに必要なものは、①年金手帳又は納付書

など基礎年金番号がわかるもの、②認印（本人が

署名する場合は不要）、③失業していることを確認

できる公的機関の証明の写し(雇用保険受給資格者

証、離職票等)となっています。

　なお、配偶者、世帯主が退職された場合もこの

特例免除の対象となります。

　申請書の記入方法など、免除制度の詳細につい

ては、社会保険事務所にご相談下さい。

手　続　き

　免除された期間については、10年以内であれば

保険料を納める「追納制度」を利用できます。こ

れによって、免除された期間の老齢基礎年金の満

額が保障されることになっています。

追納について
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○平成２１年８月１日から新しい保険証になります。
　　今度の保険証は オレンジ色 から 黄色 になります。７月下旬頃に送付しますので保険証が届きまし

たら住所・氏名などを確認して、８月１日からは新しい保険証をお使いください。

○保険料の軽減措置があります。
　　平成２１年度においては、本来の保険料軽減措置（均等割の７割、５割又は２割軽減措置）に加え、以下

の軽減措置を行います。「保険料額決定通知書」に軽減額等が記載されていますので、ご確認ください。

　�　世帯内の「長寿(後期高齢者)医療制度の被保険者全員」と「世帯主」の総所得金額等の合計

額が33万円以下の方

　　→ 本来は均等割が7割軽減ですが、平成21年度は　8.5割軽減となります。

　�　①の方のうち、世帯内の「長寿(後期高齢者)医療制度の被保険者全員」が、年金収入80万円

以下でその他の所得の金額がない※世帯の方

　　※  給与収入等がある場合でも、控除後の所得が0円である場合です。

　　→ 平成21年度から　均等割が9割軽減となります。

　�　長寿(後期高齢者)医療制度に加入する直前に「会社などの健康保険の被扶養者」であった方

　　→ 平成21年度は　均等割が9割軽減となります。

　�　年金収入が153万円以上211万円以下(基礎控除後の総所得金額等で58万円以下)の方

　　※  給与収入等がある場合でも、控除後の所得が91万円である場合は対象となります。

　　→ 平成20年度と同様に　所得割が5割軽減となります。

問い合わせ　長野県後期高齢者医療広域連合

　　　　　　電 話026－229－5320　〒380－0935 長野市大字中御所79－5 NOSAI長野会館2Ｆ

　　　　　　または、役場 保健福祉課 後期高齢者医療担当窓口まで
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　椅子に座ったままできる、ストレッチや体操教室を下記のとお

り開催します。

　年齢、性別に関係なくご参加いただけます。

　日頃の運動不足や、肩痛、腰痛の解消にストレッチ等からだを

動かす事が良いと言われています。

　指導は、「まくれん教室」の講師をお願いしています健康運動

指導士の小林先生です。

　お気軽にご参加ください。

　　　　　　　　記

　と　き　　7月30日（木）

　じかん　　9：30～11：00頃

　場　所　　交流センター 大ホール

　持ち物　　運動靴（ある方）

　　　　　　タオル

「いきいき体操」講座の開催のお知らせ

介護予防体操の放映をしています介護予防体操の放映をしています
　CATVの自主放送では、「信濃の国体操」と、「リズム運動・

川の流れのように」を毎日放映しています。

　毎日の体力向上や、気分転換に実践してください。

　世代を問わずできる簡単な体操（運動）です。無理せず続け

ましょう。

　放映時間

　「信濃の国体操」� 朝7：23～　昼12：23～　夜7：23～

　「川の流れのように」� 午後３：００～　夜８：４５～

＊にこにこ集会や、地域等の集まりに合わせ、上記の体操の

講習会もできますので、保健福祉課までお問い合せくださ

い。

終終終終終終終終終終戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦当当当当当当当当当当時時時時時時時時時時、、、、、、、、、、引引引引引引引引引引揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚者者者者者者者者者者のののののののののの方方方方方方方方方方々々々々々々々々々々かかかかかかかかかかららららららららららおおおおおおおおおお預預預預預預預預預預かかかかかかかかかかりりりりりりりりりりししししししししししたたたたたたたたたた終戦当時、引揚者の方々からお預かりした
通通通通通通通通通通貨貨貨貨貨貨貨貨貨貨・・・・・・・・・・証証証証証証証証証証券券券券券券券券券券等等等等等等等等等等をををををををををを返返返返返返返返返返還還還還還還還還還還ししししししししししてててててててててていいいいいいいいいいまままままままままますすすすすすすすすす通貨・証券等を返還しています

　名古屋税関では、終戦後に外地から引き上げてこられた方々が税関などに預けられた通貨や証券などをお返しし

ておりますが、今なお、引き取り手がなく保管されたままになっているものが多数あります。

　返還請求・お問合せは、ご本人はもとよりご家族の方でも構いません。お心当たりのある方は、お気軽にお問合

せ下さい。

　保管している通貨・証券等
　　● 上陸地の税関又は海運局に預けられた通貨・証券等

　　● 帰国前に在外公館や日本人自治会等に預けられた通貨・証券等のうち、

　　　その後日本に返還されたもの

　　　通　貨：旧日本銀行券、旧日本軍軍票　等

　　　証券等：支那事変割引国庫債券、大東亜戦争割引国庫債券　等

�
�
�

�
�
�

返還についてのお問い合わせ先　財務省名古屋税関　監視部監視許可通関部門　�052－653－4060
　　　　　　　　　　　　　　　〒455－8535　名古屋市港区入船二丁目3番12号
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　大鹿村では毎年３月に下伊那赤十字病院で子宮がん・乳がん検診を行っており、費用の約２／３を補助し

ています。

　今年度、がんの早期発見と正しい健康意識の普及・啓発のため、「女性特有のがん検診推進事業」が新た

に実施されます。この事業では、特定の年齢に達した女性に対して、検診費用の全額を補助しますので、受

診者の負担が“ゼロ”となります。

★平成２１年９月以降、対象となる方に「がん検診クーポン券（検診費用が無料となる券です）」をお送りし

ます。

【実 施 期 間】　平成２１年４月１日～平成２２年３月３１日

【検診対象者】　大鹿村の方で、下表に該当する年齢の女性が対象者です。

�子宮頸がん検診

生　　　年　　　月　　　日年　　齢

昭和６３（1988）年４月２日～平成元（1989）年４月１日２０　歳

昭和５８（1983）年４月２日～昭和５９（1984）年４月１日２５　歳

昭和５３（1978）年４月２日～昭和５４（1979）年４月１日３０　歳

昭和４８（1973）年４月２日～昭和４９（1974）年４月１日３５　歳

昭和４３（1968）年４月２日～昭和４４（1969）年４月１日４０　歳

�乳がん検診

生　　　年　　　月　　　日年　　齢

昭和４３（1968）年４月２日～昭和４４（1969）年４月１日４０　歳

昭和３８（1963）年４月２日～昭和３９（1964）年４月１日４５　歳

昭和３３（1958）年４月２日～昭和３４（1959）年４月１日５０　歳

昭和２８（1953）年４月２日～昭和２９（1954）年４月１日５５　歳

昭和２３（1948）年４月２日～昭和２４（1949）年４月１日６０　歳

人間ドックや自費で検診を受ける方へも補助ができます。

クーポン券発行前に受診された方は、領収書が必要となります。大切に保管してください。

お問い合わせ先　：　役場保健福祉課　保健医療係
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福祉医療費受給者証の交付（更新）申請について
　福祉医療費受給者証の更新の時期となりました。更新該当者には申請書を送付しますので、記入していた

だき、役場保健福祉課まで提出をお願いします。また、新規で福祉医療受給者証を申請される方は、下表を

確認していただき、役場保健福祉課へ申請書を取りに来て下さい。[お問合せ先：保健福祉課　保健医療係]

□福祉医療費給付金の受給資格

受給者負担金
所得制限

資格要件医療区分
配偶者・扶養義務者など本　　人

レセプト１枚300円

※レセプト
医療機関で受診された
際、医療機関が保険者
に請求するための書類

０歳～中学校３年生まで乳幼児・児童等

特別障害者手当

特別障害者手当身体障害者手帳１級・２級所得者

障　 害　 者

所得税非課税者身体障害者手帳３級所得者

特別障害者手当

療育手帳Ａ１・Ａ２・Ｂ１取得者

65歳以上国民年金法施行令別表該当者

精神障害者保健福祉手帳１級取得者

自立支援医療のうち精神通院医療費公費
負担制度該当者

児童扶養手当児童扶養手当
母子家庭の母・子母 子 家 庭 等

母子家庭父・子父 子 家 庭 等

健康保険法の70～74
歳の低所得Ⅱを準用村民税非課税世帯68歳・69歳老　 　 人

※１　乳幼児・児童等…出生の日から中学卒業まで
※２　母子・父子家庭等…配偶者のいない女子（男子）で18歳以下（高校卒業まで）の児童を扶養している者及びその者に扶養さ

れている子
※３　老人…現行の低所得老人受給者のみとなります。（平成22年３月31日で終了）
※４　上記の所得制限の欄に各種手当が記載されているものは、当該手当の所得制限に準じて判断します。

�

�

�

�
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�
�
�
�
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全国健康保健協会からのお知らせ

　全国健康保険組合協会が運営する健康保険（協会

けんぽ）の保険料率は、現在、全国一律（８．２％）

となっていますが、平成21年9月分の保険料（１０月

納付分）から都道府県毎の保険料率（長野県は８．１５％）

へ移行します。

　従来の全国一律保険料のもとでは、疾病の予防等

の地域の取組みにより医療費が低くなっても、その

地域の保険料率に反映されないという問題点が指摘

されていたため導入されました。

　詳しくは全国健康保険協会の全国健康保険協会の

ホームページ

（http://www.kyoukaikenpo.or.jp）をご覧下さい。

問い合わせ　全国健康保険協会長野支部

　　　　　　� ０２６－２３８－１２５１
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平成２１年度  自衛官募集案内
入　　隊合格発表試験期日受付期間資　　格種　　目

２２年３月下旬～４月上旬試験時にお知らせします。９月２０日・２６日年間を通じて行っています１８歳以上２７歳未満の者２等陸・海・空（男子）

２２年３月下旬～４月上旬最終　１１月１３日９月２７日８月１日～９月１１日１８歳以上２７歳未満の者２等陸・海・空（女子）

２２年３月下旬～４月上旬
１０月２日１次　９月１９日

８月１日～９月１１日１８歳以上２７歳未満の者一　 般　 曹　 候　 生
最終　１１月１１日２次　１０月１０日

２２年３月下旬～４月上旬

１０月９日１次　９月２３日

８月１日～９月１１日
高卒（見込含）
２１歳未満の者

航　 空　 学　 生
（海）１１月９日
（空）１１月５日

２次
１０月１７日～１０月２２日

最終　１月２２日
３次
１１月１４日～１２月１８日

２２年３月下旬～４月上旬
１１月５日１次　１０月２４日

９月７日～１０月２日
高卒（見込含）
２４歳未満の者

看　 護　 学　 生
最終　１月８日２次　１１月２１・２２日

２２年４月上旬最終　１１月４日９月２６・２７日９月５日～９月９日

高卒（見込含）
２１歳未満の者

防 衛 大 学 校 （ 推 薦 ）

２２年４月上旬
１２月４日１次　１１月７日・８日

９月７日～１０月２日防 衛 大 学 校 （ 一 般 ）
最終　２月１６日２次　１２月１５～１９日

２２年４月上旬
１１月２４日

１次
１０月３１日・１１月１日

９月７日～１０月２日
高卒（見込含）
２１歳未満の者

防 衛 医 科 大 学 校
最終　２月１２日２次　１２月２～４日

お問い合わせは　自衛隊長野地方協力本部　飯田出張所　電話：0265－22－2613　E-mail：recrait1-nagano＠pco.mod.go.jp

公民館長に

　丸山　稔　さんが選任されました

　昨年４月より空席となっておりました大鹿村公民館長に、西地区の丸山 稔さんが選任さ

れました。任期は平成２１年７月１日から、２３年３月３１日までとなります。

『行方不明の人を捜す相談所』及び『出張相談所』開設のお知らせ
　警察では、身内の方などの行方が分からず、お困りの方からの相談に年間を通じて応じておりますが、8月には『行方不

明の人を捜す相談所』を開設して相談をお受けします。

　また、8月4日には、本部担当者による『出張相談所』を開設します。

　相談所の開設日時・場所は次のとおりです。

場　　　　　所日　　時

警察本部鑑識課（長野市松代町警察機動センター内）
電話（０２６）２７８－９５００　内線５１２

年間を通じた『行方不明の人を捜す相談所』
午前９時３０分～午後５時（土･日曜等休日を除く）

飯田警察署の刑事課、生活安全課
電話（０２６５）２２－０１１０

『行方不明の人を捜す相談所』
８月１日～８月３１日
午前９時３０分～午後５時（土･日曜等休日を除く）

飯田警察署　電話（０２６５）２２－０１１０
本部担当者による『出張相談所』
８月４日（火）午前９時３０分～午後５時

※長野県警察ホームページに「行方不明の人を捜す相談所」に関する情報を掲載し、長野県内において身元不明でなくなら

れた方の所持品等を公開しておりますのでご覧下さい。（県外情報へのリンク集も掲載）

　　　ホームページアドレス　 http://www.pref.nagano.jp/police/

※アクセス要領　刑事 → 鑑識課　行方不明の人を捜しています → 相談所を開設しています の順にクリックしてください。

　相談に訪れる際は、担当の係員が事件などで不在となる場合もありますので、あらかじめ電話でのご連絡をお願いいたし

ます。

お問合せは―　飯田警察署の刑事課鑑識係（� ０２６５－２２－０１１０ 内線３５２）まで
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　６月２９日からフィンランド出身のクヤンスー ヨニ タピオさん（３４歳）が飯

伊森林組合北部支所大鹿事務所に勤務されることとなりました。ヨニさん

は１５歳でフィンランドの森林専門学校に進学し、１９９７年中国北京林京大学

に進み５年間森林生態学を学びました。１９９９年、同大学で現在の奥様みか

さんと知り合い、卒業と同時に奥様の故郷浜松に移り住みました。

　日本に移住後、２００３年から２００７年まで、伊那市にある信州大学農学部に

おいて地球温暖化と木材利用学について学ぶため再び学業に就かれました。

伊那市から浜松に帰るルートとして毎週１５２号線を走り、大鹿村は以前から

訪れて下さっていたそう。景色が美しく温泉が素晴らしい、また歌舞伎という文化の薫り高いところという

印象があったそうです。卒業後は、また浜松に帰られ２年ほど地元に就職されましたが、奥様のお腹に新し

い命が宿られたことを知り、「子ども達を大自然の中で育てたい。」と田舎への移住を決意されました。浜松

からそう遠くない田舎を探すに当たって、“森”に関わる仕事を求め、飯伊森林組合を志望。就職先が決定

し、着任先が自然豊かで愛着のある大鹿村と決まった時には、奥様と二人大変喜ばれたそうです。

　ヨニさんは、西地区の公営住宅にお住まいになります。大変流暢な日本語を話されます。今年１１月には双

子の赤ちゃんのお父さんになられるとのこと、大鹿村は都会のスーパーマーケットのような生活の便利さは

ないけれど、自然の恵みがたくさんあるところと、これからの生活を大変楽しみにされています。ご家族と

共に、大鹿村の皆さんと地元に根付いたお付き合いをしたいと語っておられます。

　文化の違いにより、外国人が日本の田舎で生活するのは難しい事もあるかもしれませんが、皆さんぜひヨ

ニさんに気軽に話しかけ、いろいろと村のことを教えてあげてください。

飯伊森林組合北部支所大鹿事務所に勤務する

クヤンスー ヨニ タピオ さんをご紹介ご紹介します

　多くの皆さんにご支援・ご協力いただきました、映画「Beauty－うつくしい

もの」が、完成から2年、このたび第31回モスクワ国際映画祭コンペティション

部門に、国際選考委員会により選出され出品、世界中から選ばれた出品作品と共

に賞を争いました。

　モスクワ国際映画祭とは、世界4大映画祭（他にカンヌ、ベネツィア、ベルリ

ン）のひとつ。6月19日から28日に、モスクワの国営プーキシン劇場をメインに

開催されました。コンペ対照作品は、15カ国（15作品）で、6月28日に受賞作品が決定

し、惜しくも受賞は逃したものの、世界各国から選ばれた作品と肩を並べ、映画「Beauty」

は世界に羽ばたくことができました。

　世界各国の多くの方の目に触れ、日本の美しい自然が、文化が、多くの皆さんの心に

印象深く残ったことと思います。

　今後も、全国各地で劇場公開を展開していきます。皆さんの応援、よろしくお願いい

たします。
出演：片岡孝太郎　片岡愛之助
　　　麻生久美子　他
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村の行事予定村の行事予定 村の行事予定村の行事予定 村の行事予定 
７月
21日 ダンボール・牛乳パック収集日

23日 廃プラスチック収集日

24日 中学校１学期終業式

25・26日

 第１８回中央構造線サイクリング大会

27日 小学校１学期終業式

下旬 埋立ごみ収集（予定）

８月
4日 その他紙収集日

6日 廃プラスチック収集日

19日 小学校２学期始業式

20日 中学校２学期始業式

20日 廃プラスチック収集日

21～25日　千葉市農山村留学

22日 大鹿小中学校資源物回収

25日 チラシ・雑誌収集日

27日 その他プラスチック収集日

９月
1日 スチール缶・鉄類の収集日

8日 新聞紙の収集日

10日 廃プラスチック収集日

12日 大鹿小学校運動会

13日 三遠南信ふるさと歌舞伎大鹿大会

15日 ビン類・ペットボトル収集日

24日 廃プラスチック収集日

下旬 埋立ごみ収集（予定）

１０月
3～4日 大鹿中学校大鹿祭・歌舞伎発表会

6日 その他紙収集日

8日 廃プラスチック収集日

13日 アルミ缶・鉄類収集日

18日 大鹿歌舞伎秋の定期公演

22日 廃プラスチック収集日

小学校音楽会小学校音楽会
　カラッと晴れた暑い６月２６日、体育館の中はさわやかな全校児童４８

名の美しい声が響きました。大勢の観客の前で堂々と練習の成果を披

露しました。

　小学校と、保育所では6月29日、プール開きが行われました。

　みんなが夏の間、事故やケガが無く水泳や水遊びができるよ

う、塩とお神酒をまいてしっかりとお祈りをした後、元気に水の

中で水慣れをしました。

　梅雨が明けると、暑い夏がやってきます。みんな元気に泳い

で強い身体をつくろうね。

小学校・保育所小学校・保育所
プールシーズン到来　プールシーズン到来

　集中豪雨により大鹿村へ大災害をもたらした昭和３６年の災害

から４８年。今年も、国土交通省小渋川上流河川事務所主催で慰

霊祭が行われました。

　歴代の事務所長さんをはじめとする大勢の職員の皆さんの慰

霊の心に敬意を申し上げます。犠牲となられた方々の御霊よど

うぞ安らかに。そして二度とあのような恐ろしい災害が起きる

ことがありませんようにと祈ります。

36災害慰霊祭36災害慰霊祭
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